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これらの言葉の中から，児童は自分の紹介文に

使いたい言葉を選んで書くことができるため，安

心して記述に向かう姿が見られた。 

また，物語文を紹介する際には，登場人物の人

柄について考えることが大切であると思われる。

そこで，「白いぼうし」の作品を読み進める際には

人柄に関する言葉集めを行い，なぜそのように考

えたのか話し合う

中で，人柄を表す言

葉について考えさ

せることができた。

このことで様々な

読み方があること

が分かり，登場人物

を中心に紹介文を書く時に参考にすることができ

た。 

このような言葉を参考にしながら児童は，「お

すすめの本カード」を書くことができた。図3-9，

図3-10は児童が教材文「白いぼうし」を使って，

「おすすめの本カード」を書いたものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，図3-11, 図3-12は児童が同じような学習

の進め方で，自分が紹介したい本を選び，選んだ

本について書いた「おすすめの本カード」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，記述する場面にあたっては，まず，

教材文「白いぼうし」について書き，その後で，

自分で選んだ本について「おすすめの本カード」

を書くという2回の記述をする場面を設けた。その

結果，読む人に分かりやすい紹介文となるように，

児童は本の紹介に使える言葉や文型を参考にしな

がら，書き進めることができた。100字という字数

を制限することで，書きたい中心を明らかにしな

がら記述する姿が見られた。本の紹介に使える言

葉を参考にすることで，児童は自分の伝えたい内

容に合う言葉を選びながら，自分の考えを明確に

した紹介文を書き進めることができた。 

 

（２）「材料の選び方を考えよう」での実践 

―ポスターを書く― 

本単元の目標は，以下の通りである。 

 

 

 

 

これらの目標を達成するために，京都市教育委

員会が発行している小学校国語科の指導計画を参

考にしながら，以下のような単元計画を作成し，

・段落相互の関係を考えながら文章を正しく読むことができ

るようにする。 

・取材した事柄を相手に応じて分かり易く書いて知らせるこ

とができるようにする。 

図3-8 登場人物の人柄につい
て考えたもの 「おすすめの本カード」  Ｂ児 

メデイエータ（物語）メグ・キャボット 紹介文 

幽霊が見たくなる本 

 

 

引用文 

 

 
だって，あの人・・・

幽霊だよ。 

みなさんは，幽霊を見た事が

ありますか。このお話は幽霊

の見える女の子が出てきま

す。何人も幽霊が見えてすご

いと思いました。このお話は

１かんから，３かんまである

ので，読んでください。 

絵 

図3-12 Ｂ児が自分で選んだ本について書いた「おすす

    めの本カード」 

「おすすめの本カード」   Ａ児 

白いぼうし（物語）あまんきみこ 紹介文 

元気になれる本 

 

 

引用文 

よかったね。よかっ

たよ。よかったね。

よかったよ。 

絵 
車道のそばに白いぼう

しが落ちていたら，どうし

ますか。このお話で松井さ

んがぼうしを拾うところ

が心にのこりました。この

お話を読んでいるとふし

ぎな世界に入っていきま

す。ぜひ読んで下さい。 

図3-9 Ａ児が教材文について書いた「おすすめの本 

カード」 

「おすすめの本カード」   Ａ児 

ふゆかいな依頼人 なすまさもと 紹介文 

ワクワクする本 

 

 

引用文 

 

 そうなの。春奈さんも二度

も危ない目にあったんだ 

って。 

絵 

もし，父がとつぜん，たんて

いになっていたら，どうしま

すか。このお話には，千波が

出てきます。たんていの予想

が外れるところがびっくりし

ました。みんな元気でかわい

い登場人物だと思いました。

ぜひ，読んで下さい。 

図3-11 Ａ児が自分で選んだ本について書いた「おすす

    めの本カード」 

「おすすめの本カード」   Ｂ児 

白いぼうし（物語）あまんきみこ 紹介文 

不思議なきもちになれる本 

 

 

引用文 

 

チョウの声を聞いた

ことはありますか。この

お話には松井さんが登

場します。チョウが二十

も三十ものところが見

たいと思いました。わた

しはこのお話の松井さ

んになってみたいです 

よかったね。よかっ

たよ。よかったね。

よかったよ。 

図3-10 Ｂ児が教材文について書いた「おすすめの本

カード」 

絵 
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実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜書きたい意欲を高めるために＞ 

この単元では，学習の終わりに調べて分かった

ことをポスターに書いて伝える学習展開を設定し

た。調べていくテーマは，「学校の中で見つけた不

思議や疑問について」であり，出来上がったポス

ターは学校の廊下に貼り，全校の児童に伝えるこ

とを目的として考えた。 

児童の書きたい意欲を高めるためには，「学校の

中で見つけた不思議や疑問」について全校の児童

に伝えたいという意欲をもたせることが大切であ

ると考えた。児童に「学校の中で不思議に思うこ

とや疑問に思うことがない」「ポスターで伝えたい

ことはない」というような思いをもたせることの

ないようにしたい。 

そこで，学習計画の１時間目において指導者自

身が「学校の中で見つけた疑問や不思議について」

子どもたちに紹介する活動を行った。図3-13は，

指導者が見つけた学校の片隅にある「ゆずの木」

について，写

真を使いなが

ら紹介したも

のである。指

導者が「学校

の中で見つけ

た不思議や疑

問」について

語った時，児童が興味深く指導者の話を聞く姿が

見られた。指導者の話に触発され，児童は「自分

だけが知っている学校の不思議や疑問」について

調べてみたいという思いをもつことができたので

はないかと思われる。指導者の話を興味深く聞く

中で，児童は「ゆずの木」に対するイメージが明

確となり，改めて学校の中を見直そうとする思い

が生まれ，このことが書きたい意欲につながった

ものと考える。 

また，指導者が子どもたちに紹介する時には，

「ゆずの木」について遠くから撮った写真（ルー

ズ）と近くに寄って撮った写真（アップ）の2枚の

写真を用意したことも，ポスターを書きたいとい

う意欲につながったものであると考える。伝え方

の違う写真を使うことで，教材文「アップとルー

ズで伝える」とも関連させながら，ポスターで伝

える時には中心をどこに据えるのか，子どもたち

にとらえさせたいというねらいがあったものであ

ると考える。教材文を読み進める中で，以下のよ

うなアップの伝え方とルーズの伝え方の違いにつ

いてとらえることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようなアップとルーズの伝え方の違いにつ

いて学んだ後には児童は「学校の中で見つけた不

思議や疑問」について以下のようなテーマを決め，

学習を進めていった。 

 

 

 

 

 

 

このような指導者の働きかけにより，児童は書

いて伝えたいという意欲を十分にもった中でポス

ターを書く学習を進めることができた。 

＜文章の構成をつかむために＞ 

伝えていきたいテーマが決まった後には，子ど

もたちはインタビューをしたり，図鑑を読んだり

する中で調べ学習を進めていった。その際，青色

と黄色の付箋紙を活用した。青色の付箋紙には「調

べて分かったこと」を，黄色の付箋紙に「思った

こと」を書き入れた。その理由として，色を分け

た2種類の付箋紙を使うことが，文章の構成を考え

る際に，事実と感想を分けて構成を考えることが

できると思われるからである。青と黄色の書きた

学習の主な流れ 
第1次 
①ポスターで伝えていきたい事柄について考える。 

②全文を読み，学習課題を設定して学習計画を立てる。 

③意味の分からない言葉を国語辞典で調べる。 

第2次 
④アップやルーズの伝え方の違いや効果について，教材文を

読む。 

⑤文章全体の組立てを考える。 

第3次 
⑥伝えたい中心を明らかにしたポスターの書き方について 

 知る。 

⑦ポスターで伝えたいことを決める。 

⑧図書室などで資料を読んだり，直接取材したりして材料を

集める。 

⑨伝えたい中心を明らかにしたポスターの構成を考える。 

⑩構成をもとに，写真に合う文章を150～200字に書く。 

子どもたちが調べていったテーマ 

・事務室に置いてあるねこの人形 
・玄関においてある「真心の石」 
・正門近くの銅像 
・校庭にあるメタセコイアの木 
・正門近くの築山 
・正門近くの日どけい 

教材文「アップとルーズで伝える」を通して，子ども

たちが学んでいったこと 

（アップの伝え方について） 

・細かい部分の様子がよく分かる 

・アップで人の表情を見るとその人の気持ちも伝わっ

てくる 

・一部分について，伝えている 

（ルーズの伝え方のよさについて） 

・全体の様子が分かる 

・たくさんの人たちの様子が分かる 

・広い範囲の様子が分かる 

図3-13 指導者が紹介した学校の中の
不思議に思ったこと 
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めた付箋紙を使って文章の構成を考えたものが図

3-14,図3-15である。 

文章の構成を考える際に，児童はまず，自分が

伝えたい中心を選び出した。そして，付箋紙を操

作する中で選んだ付箋紙を使って，自分の考えが

分かるように，順序を考えて構成する姿が見られ

た。まずは，調べて分かったことの中から自分が

伝えたい中心を選び，その後自分の思いなども含

めて文章の構成を考える姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童は，一度貼った付箋紙を剥がしたり，付け

たり，また別の付箋紙を付け足したりしながら文

章の構成を考える姿が見られた。これは，ポスター

に書く字数を150～200字に設定したために，児童

は必然的に書く内容を選らばなければならなかっ

たからだと考える。そして，選んだ内容をどのよ

うに配置するのか色別の付箋紙を使うことで，考

えやすかったものであると思われる。色別に付箋

紙を活用したために調べて分かったことと感想を

意識しながら，自分の考えを明確した文章の構成

を考えることができた。 

＜記述する力をつけるために＞ 

記述する力をつけるために，2つのポスターを

使ってモデル学習を行った。理由として，モデル

学習を行うことで，伝えたい中心を明らかにした

記述の仕方について児童に具体的に示したいと考

えたからである。児童が記述する際には，アップ

（一部分に焦点をあてた書き方）やルーズ（全体

をとらえた書き方）の伝え方の違いを踏まえてポ

スターを書く力を育てたいと考えたからである。 

図3-16, 図3-17のポスターは単元の初めに指導

者が紹介した「ゆずの木」について書かれたもの

をもとにして作成したものである。その理由とし

て，この単元の第１時間目に使った写真をもとに

伝え方の違うポスターの文章を示すことで，児童

に文章の書き方の違いについて具体的に示すこと

ができると考えたからである。図3-16のポスター

Ａは，ルーズで伝える書き方を示したものであり，

図3-17のポスターＢは，アップで伝える書き方を

示したものである。この2つのポスターを使って文

章の書き方の違いについて考えるモデル学習を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2つのポスターを比べる中で，子どもたちは「ポ

スターＡは周りの木のいよかんやきんかんの木の

ことも書いている」「ポスターＢは他の実のことは

書いていない」などといったことに気づくことが

できた。モデル学習を行う中で児童は， 150～200

字という字数の中で，伝え方の違いをしっかりと

とらえて書くことが大切であることをつかむこと

ができた。このことは文章を書く上においてポス

ターの特性を生かしながら伝えたい事柄の中心を

明らかにして書くことにつながったと思われる。 

図3-18，図3-19は，焦点をあてた児童がポスター

に選んだ写真である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，図3-20，図3-21は，ポスターにのせる文

 
メタセコイアの木は，別名ア

ケボノスギ 

メタセコイアの木はとても

高い。 

花は，二月から三月ごろにさ

きます。 

はっぱがいっぱいおちま

す。 

はっぱの大きさは８ｃｍぐ

らいあります。 

花がさくときれいだと思い

ます。 

図3-15 Ｂ児が付箋紙を使って考えたポスターに書く文

章の構成 

図3-19 Ｂ児がポスター 
に選んだ写真 

図3-18 Ａ児がポスター
に選んだ写真 

図3-16 ポスターＡ 図3-17 ポスターＢ 

                      
たいようのうごきによって時

間が分かる。 

日時計は昔からあったんだな

あ。 

むかし日時計のあったところ

は，草がいっぱい生えていた。

かげの長さを見て時間をみ

る。 

おじいちゃんにも聞いて

分かったこと 

図3-14 Ａ児が付箋紙を使って考えたポスターに書く文

章の構成 
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章を書いたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図3-20のＡ児が書いたポスターの文章をみる

と，日時計のことについて調べて分かったことを

伝えるポスターを書いていることが分かる。Ａ児

は，インタビューを通して分かったことを中心に

してポスターを書き進めることができた。 

また，図3-21のＢ児が書いたポスターの文章を

みると，メタセコイアの木全体の様子について伝

えるポスターを書いていることが分かる。季節の

移り変わりとともに，花や葉の変化について大き

くとらえた中で，文章を書き進めることができた。 

以上のように，第４学年では紹介文を書く学習

やポスターを書く学習の実践授業を進めてきた。 

書きたい意欲を高める工夫として，児童の読書

体験を想起させたり，ポスターを書く学習で指導

者自らが伝えたいと思う事柄について児童に紹介

したりする授業場面などを設定した。これらの指

導の工夫により，書きたい内容が具体的に見え，

書きたい意欲をもつことにつながったと考える。 

また，文章の構成をつかむための工夫として，

「字数入りカード」や色別の付箋紙を使って，文

章の構成を考える場を設けた。実践を進める中で

文章の構成をじっくりと考える子どもの姿が見ら

れたことは大きな成果であったと考える。 

記述する場面においては，文章の構成を明確に

もつことができていたため，記述に向かいやす

かったと考える。また，紹介文で使える言葉を示

したり，モデル学習を行う中でどのように書き進

めるとよいのか具体的に示す中で，子どもたちは

書き進めることができた。 

第２節 小学校第５学年 

 

（１）「読書の世界を広げよう」での実践 

   ―感想文を書く―  

本単元の目標は，以下の通りである。 

 

 

 

これらの目標を達成するために，京都市教育委

員会が発行している小学校国語科の指導計画を参 

考にしながら，以下のような単元計画を作成し，

実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜書きたい意欲を高めるために＞ 

書くことが苦手な児童にとっては，初発の感想

を書くことに対してどのように書けばよいのか分

からないこともあるのではないだろうか。そこで，

教材文を読んだ初発の感想の書き方について，意

欲を高めながら書き進められる学習展開の工夫を

行った。 

学習活動の1時間目においては，大きさの違う黄

色の付箋紙を2種類用意した。付箋紙①には心に

残った文を抜き出し，付箋紙②にはその文を選ん

だ理由を書くように指導した。そして，初発の感

想を書く時には，付箋紙①②に書いた言葉を使っ

て100字に書きまとめる学習を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

自分の感じ方や考え方を明確にして感想をまとめるととも

に，読書会の目的にしたがい，効果的な読み方の工夫をするこ

とができるようにする。 

学習の主な流れ 

第1次 

①「千年の釘にいどむ」の初発の感想を100字に書きまとめ

る。 

②「千年の釘にいどむ」を読んで，話し合うテーマについて

考える。 

第2次 

③テーマについて自分の考えをメモしながら読む。 

④メモしたことをつなぎ合わせて，発表原稿を作る。 

⑤「千年の釘にいどむ」についてグループで交流し合う。 

⑥「千年の釘にいどむ」を読み，感想文を400字に書きまと

める。 

⑦感想文を読み合い，感想を話し合う。 
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図3-20 Ａ児がポスターに書いた文章 
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落
ち
ま
す
。
学
校
の
メ
タ
セ
コ

イ
ア
は
二
本
あ
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。 

図3-21 Ｂ児がポスターに書いた文章 

図3-22 初発の感想を書く過程 
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大
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）

心
に
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っ
た
文

を
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す
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このような手だてを行うことで，児童は付箋紙

①②を参考にしながら感想を書くことができ，初

発の感想を書く時に「書くことがない」といった

思いをもたせることなく学習を進めることができ

たと思われる。 

図3-23，図3-24は，児童が付箋紙①②に書き出

したことをもとにして初発の感想を書いたもので

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，付箋紙を使いながら初発の感想を

書くことは，児童にとって書くことに対する抵抗

感が少ない中で書き進められたものであると考

える。教材文を読んだ直後に感想を求められて

も，児童の中にはこたえられない児童もいるので

はないかと思われる。初発の感想を書く前段階と

して，心に残った文やその理由について付箋紙に

書き出しておく

ことで，「付箋紙

に書いた言葉を

使えば感想が書

ける」という見通

しがもてたので

はないかと考え

る。見通しをもて

ることは，書きたい意欲につながることであり，

抵抗感なく書き進められたと思われる。 

これらの手だてにより，自分の考えを整理しな

がら，意欲をもって初発の感想を書きまとめるこ

とができたと推察できる。 

＜文章の構成をつかむために＞ 

学習を進めていく過程において，先に述べた付

箋紙①②も合わせて5種類の付箋紙を使って書く

活動を行った。その理由として，児童にとって5

種類の付箋紙を使うことが文章全体の構成を考え

る時に書きたい事柄の違いが見えやすく，段落相

互のつながりがとらえやすいと考えたからであ

る。 

付箋紙③（青の付箋紙）では「筆者が伝えたかっ

たこと」について学んだことを書きためていった。

付箋紙に書きためていく中で，児童は筆者と作品

の中で描かれている人物とを分けてとらえるがで

きた。児童は書き手としての筆者の願いについて

考えたことを付箋紙③に書きまとめた。 

付箋紙④（黄緑の付箋紙）では「友達と話し合っ

て深まったこと」について書きためていった。話

し合う中で友達の考えを聞き，参考になった友達

の意見などについて付箋紙④に書きまとめた。 

付箋紙⑤（ピンクの付箋紙）では，「自分の生き

方」について考えたことについて書きためていっ

た。小学校高学年では，自分の生き方について考

えることは，学習指導要領の「読むこと」のねら

いにも書かれていた内容でもある。作品の中で描

かれている人物と自分の生き方を重ね合わせ，こ

れからの自分の生き方について考えたことを付箋

紙⑤に書きまとめた。 

付箋紙③④⑤に児童が書いた一部をまとめたも

のが次頁図3-26である。児童は，5種類の付箋紙を

使って書きまとめる中で，たくさんの書くための

材料をそろえることができたと実感したのではな

いかと思われる。 

図3-25 付箋紙①②をもとに 

初発の感想を書く児童 

 
初
発
の
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想 
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字
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職
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、
職
人
ど
う
し
で
な
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と
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が
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も
つ
釘
を
作
り
あ
げ
た
と
い
う
す
ば
ら
し
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こ
と
は
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

図3-23 Ｃ児が書いた初発の感想 
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う
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年
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き
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木
造
け
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が
認
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れ
て
千
年
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も

白
た
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さ
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の
名
が
残
っ
て
い
て
す
ご
い
と
思
う
。 

図3-24 Ｄ児が書いた初発の感想 
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このようにして書きためてきた付箋紙を使って

感想文の構成を考える学習展開を考えた。学習し

た順に文章の構成を考えると図3-27になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-27のように学習した順に書きためておいた

付箋紙を使って感想文の文章の構成を考えること

もできる。しかし，感想文を書きまとめる際には，

400字という字数を制限することで，子どもたちが

書く内容を選び，自分の考えを筋道立てて書かな

ければならない場面を設定した。そこで，自分の

感想がどう深まったのか，読む人に分かるような

文章にするために，文章の構成を考える授業展開

を考えた。 

まず，文章の構成を考える授業場面では，書き

ためておいた付箋紙を図3-27のようにして児童一

人一人が机の上に並べてみた。そして，自分がこ

れまでの学習でどのように感想を深めてきたのか

確認した。その後，特に自分の考えが変わったと

ころや考えが深まったと感じられるところについ

て書いた付箋紙を選び出した。児童は，選んだ付

箋紙に印を付けたり，選んだ付箋紙を移動させた

りするなどの操作を行った。この付箋紙を使った

操作を行うことで，感想文を書くにあたって自分

が伝えたい事柄について児童は明らかにすること

ができた。 

そして，その選んだ付箋紙をもとにして文章全

体の構成を考える学習を行った。児童は選んだ付

箋紙を使って何度も移動させながら，文章の構成

を考える姿が見られた。この姿は，自分が考えた

構成で考えを明確にした感想文を書くことができ

るのかどうか自問自答し，自分の考えを深めてい

くことにつながる姿であると思われる。感想文を

400字にまとめるという，記述することも意識しな

がら，児童は構成が考えられたと推察する。 

図3-28はＣ児が考えた文章の構成である。構成

の順として，「心に残った文→その文を選んだ理由

→友達と話し合って深まったこと→筆者が伝えた

かったこと」と続く文章の構成を付箋紙を使って

考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ児は，付箋紙③「筆者が伝えたかったこと」

について自分の考えを深めたことを中心に構成を

考えた。筆者が伝えたいメッセージを自分なりに

解釈し，筆者に対する思いを中心に筋道立てた文

章の構成を考えることができたと思われる。 

また，次頁図3-29は，Ｄ児が考えた文章の構成

である。構成の順として，「心に残った文→その文

付箋紙③「筆者が伝えたかったこと」について 
（青の付箋紙） 

・努力をしたら，いつかは絶対できるということを伝え
たかった。 

・昔の職人たちは，今にまけないぐらいのものしりで今
にない物をもっていた。 

・白鷹さんの努力を伝えたかった。 
・がんばり続けることの大切さを伝えたかった。 
 
付箋紙④「友達と話し合って深まったこと」について（黄

緑の付箋紙） 
・○○さんの「何事もあきらめない」という言葉がいい

と思った。 
・○○さんの「この話は白たかさんの努力を全体的に話

にしてある」というのが，なるほどと思った。 
・話し合って釘づくりはたいへんやけど，その中に楽し

さもあると思った。 
 

付箋紙⑤「自分の生き方について考えたこと」について
（ピンクの付箋紙） 

・私も，白たかさんのような意地や生き方になれるよう
に努力したいです。 

・白たかさんは，職人という意地。人間である意地をもっ
ていることが分かりました。

図3-26 付箋紙③④⑤に子どもたちが書いたもの 

図3-27 学習した順に考えた場合の文章の構成 

学習した順に考えた文章の構成 

付箋紙①「心に残った文」 

 

付箋紙②「その文を選んだ理由」 

 

付箋紙③「筆者が伝えたかったこと」 

 

付箋紙④「友達と話し合って深まったこと」 

 

付箋紙⑤「自分の生き方について考えたこと」 

図3-28 Ｃ児が考えた文章構成 

 付箋紙①黄色の付箋紙「心に残った文」 
・千年も前のかじ職人たちは，歴史に名を残すこともな

く去っていった。それでも，すばらしいことをなしと

げた。 

・すばらしい＝千年もつ釘を作りあげた。 

付箋紙②黄色の付箋紙「その文を選んだ理由」 
白鷹さんがそんけいすることをやりとげた職人たちをす

ばらしいと思うのは，自分も同じ気持ちだったから。 

付箋紙④黄緑の付箋紙「友達と話し合って深まった
こと」 

思いがつまっている。「職人の意地」 

付箋紙③青色の付箋紙「筆者が伝えたかったこと」
・千年前の職人たちも同じことを思っていたのかもしれ

ない。 

・はじめは，何でそんなに釘作りに夢中になれるのか，

分からなかったけど職人の意地というものを聞いては

じめて分かった。 

・釘と白たかさんは大きなつながりがあり，釘も意地も千

年もつと思った。
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を選んだ理由→友達と話し合って深まったこと→

自分の生き方について考えたこと」と続く文章の

構成を付箋紙を使って考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ児が感想文を書くにあたって，大切にしたい

点を尋ねたところ，Ｄ児は付箋紙④の「白鷹さん

はわらった」という言葉であると話していた。Ｄ

児は，友達と話し合う中で作品中に書かれている

人物の生き方を通して自分の生き方について考え

たことを文章の結びとして考える文章の構成を考

えた。 

このように付箋紙を使うことで，自分の考えを

明確にした感想文の文章の構成がとらえやすいも

のになったと考える。なぜなら，頭の中で文章の

構成を考えるだけではなく，目に見える形にした

ことで自分の感想が明確となり，文章の構成を考

えられるよさがあるからである。このことは指導

者にとっても付箋紙を見れば，児童の考えを見と

ることができることから，文章全体の組立てがイ

メージしやすいものと思われる。段落相互のつな

がりや道筋について具体的に指導することができ

たと思われる。 

＜記述する力をつけるために＞ 

 文章の構成を考えた後に，感想文を400字に書き

まとめる学習を行った。記述する時の指導として，

児童一人一人が考えた構成をもとにしながら，段

落のつながりを意識して書くことを大切にした。

自分が考えた文章の構成について，記述する順番

に番号を打ったり，矢印を書いたりする児童の姿

が見られた。そして，記述する際の大切な点とし

て，指導者は「付箋紙の色が変われば段落が変わ

る」ということについて子どもたちに意識させる

ことができた。児童は，付箋紙の色が変わるとこ

ろの書き方に気をつけながら，図3-30にあるよう

に書き進めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，図3-31はＣ児が感想文として400字に書き

まとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ児が書いた文章を見てみると，論を進める中

で「職人の意地」について考えを深めたことを中

心に書き綴っている。文章の冒頭部では，「古代の

職人たちは本当にすばらしいことをやりとげたか

らです」と述べており，そのすばらしさが職人の

意地であることを述べている。そして，作品の中

の言葉である「ほめてもらえたらうれしい」「笑わ

れるのはいや」を引用し，職人の意地とはいった

いどういったものなのかについて述べている。作

品の中で描かれていた人物の笑って語った中に，

力強く生きる職人の生き方をとらえて記述してい

る。また，文章の結びの際には筆者の立場になり，

わたしは，「千年の釘にいどむ」を初めて読んだ時，

「千年前の職人たちはすばらしいことをやりとげた」と

いうことが一番心に残っていました。 

なぜなら，古代の職人たちは本当にすばらしいことを

やりとげたからです。この初めの感想を通して大きな思

いが生まれました。 

班の人が職人の意地には，思いがつまっているという

感想をかえしているのを聞きました。なぜ，そんなに釘

づくりに夢中になれるのか読み返してあることに気付

きました。白たかさんの言葉に「ほめてもらえたらうれ

しい。笑われるのはいや」ということがありました。こ

れが思いのつまった職人の意地というものなのでしょ

うか。 

人はだれでも笑います。最後に白たかさんが笑ったの

は，何かたくさんの意味があると思います。わたしは，

釘も白たかさんの意地も千年もつような気がしました。

内藤さんは，一番このことを伝えたかったと思います。

図3-31 Ｃ児が書いた文章 

 付箋紙①黄色の付箋紙「心に残った文」 
・歴史に名を残すことなくさっていった 

・それでも，すばらしいことをやりとげたこの職人たち

に負けるわけにはいかない。 

付箋紙②黄色の付箋紙「その文を選んだ理由」 
プライドをもって仕事をすることはいいことだと思う。 

付箋紙④黄緑の付箋紙「友達と話し合って深まった
こと」 

・「白鷹さんはわらった」という言葉 

・しごとをするのはたいへんだけど楽しいということ 

図3-29 Ｄ児が考えた文章構成 

付箋紙⑤ピンクの付箋紙「自分の生き方について考
えたこと」 

ぼくは，前までいやなことがあったらにげていたけど，あ

きらめずにがんばっていきたい。 

図3-30 考えた構成をもとに文章を書く児童 
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教材文の主題についても考えられたことを書き表

すことができた。 

また，図3-32は感想文としてＤ児が書きまとめ

たものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ児は心に残った文から，自分の考えを広げて，

書き綴っている。特に，論を進める中においては，

すばらしい職人たちの仕事に共感する中で，Ｄ児

はプライドという言葉をキーワードに書き綴って

いる。作品の中で描かれていた人物に対する自分

の思いを書いている。そして，最後は「自分の未

来の道をしんじて何事にもあきらめないでやって

いきたい」という自分の生き方について考えたこ

とを書いている。 

Ｃ児，Ｄ児ともに自分で考えた文章の構成をも

とにして，伝えていきたい事柄を明確にもちなが

ら書き進めることができた。小学校高学年では，

文章全体の構成を考える力を育てるために，この

単元で行ったように付箋紙を使って，引用した事

柄や友達と話し合った感想，そして自分の意見な

どを区別して書く力を育てていくことができたの

ではないかと思われる。 

 子どもたちが，400字の文章に書きまとめた際

に，前述の図3-23,図3-24にある初発の感想で100

字に書きまとめたものと比べてみることにした。 

比べて見た結果，作品を読んだ感想が深まって

いる様子が分かる。Ｃ児については，初発の感想

において釘づくりに対する感想について書いてい

た。しかし，学習の終わりに書いた文章では釘づ

くりに対してだけではなく，職人の生き方に対

する思いを書くことができた。また，Ｄ児につ

いては，初発の感想において作品の中に出てく

る人物に対する思いだけを書いていたが，学習

の終わりに書いた文章では生き方についても書

くことができた。 

このように付箋紙を使うことで，作品に対する

思いが深まり，組立ての効果を考えながら文章を

書きまとめられたことが分かる。5種類の付箋紙を

使って，付箋紙の色が変われば，伝えたい内容が

変わるという段落の続き方に文章の構成を考えた

ことを基にして，自分の読み深めた感想を書きま

とめることができた。 

 

（２）「伝え合って考えよう」での実践 

―意見文を書く―  

本単元の目標は，以下の通りである。 

 

 

 

 

 

これらの目標を達成するために，京都市教育委

員会が発行している小学校国語科の指導計画を参

考にしながら以下のような単元計画を作成し，実

践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜書きたい意欲を高めるために＞ 

この学習では，環境問題について調べ学習を行

い，そのことをもとにして単元の終わりには，意

見文を書く学習を行った。小学校第５学年の子ど

もたちが環境問題について興味がもてるように,   

・自分と「もの」とのかかわりについて考えながら文章を読ん

で要旨をとらえ，自分の課題をもつことができる。 

・自分の課題について調べたことを発表したり，友達の発表を

聞いたりして考えを深め，今の自分の生活を見つめ直して文

章にまとめることができるようにする。 

学習の主な流れ 

第1次 

①ごみ問題について，日頃感じていることについて話し合う。

第2次 

②資料を読み，心に残ったことや考えたことについてグループ

で交流し合う。 

③資料を読み，2つの例を基に筆者の伝えたいことを読み取る。

④グループで話し合って，ごみ問題について自分の考えをまと

める。 

第3次 

⑤自分が調べていきたいテーマを決める。 

⑥テーマについて調べ学習をする。 

⑦自分が調べたことを文章の構成を考えて報告文を書く。 

⑧自分の考えなどが効果的に伝わるようにプレゼンテーション

の練習をする。 

⑨グループ内でプレゼンテーションの練習をする。 

⑩話の組み立てを意識して，プレゼンテーションをする。 

⑪発表会を終えて，これからの取組などについて書く。   

⑫文章の構成を考えて意見文の組立てを考える。 

⑬構成メモをもとにして意見文（600～800字）を書く。 

⑭自分の作品を読み返し，推敲する。 

ぼくは，千年の釘にいどむをはじめてよんで心に残っ

たことばがあります。それは，「れきしに名をのこすこ

となくさっていったのだ。それでも，すばらしいことを

やりとげた。このしょく人たちにまけるわけにはいかな

いのだ。」という言葉がいちばん心にのこりました。 

なぜかというと，プライドをもってしごとをするのは

いいことだからです。 

次に，内藤さんがいちばんいいたかったことについて

考えました。考えた結果「千年のたてものを造るのは，

たいへんなしごとだ」と内藤さんは伝えたかったのかな

と思いました。だから，未来は何が起こるかわからない

から何事にもあきらめないでやってほしいとつたえたい

のかなと思いました。 

ぼくは，前までいやなことがあったらにげていたけど

千年の釘にいどむを読んで未来はなにが起こるのかわか

らないから自分からにげずに自分の未来のみちをしんじ

て何事にもあきらめないでやっていきたいなと思いまし

た。 

図3-32 Ｄ児が書いた文章 
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教科書には，資料「ごみ問題ってなあに」が掲載

されている。そこで，学習計画の第１時間目に，

子どもたちに対して，「ごみ」に対する自分の思い

を付箋紙に書く活動を行った。付箋紙に書くこと

で，「ごみ」と聞いて頭に思い浮かべたことを抵抗

感なく書き出すことができたと思われる。図3-32

は，Ｃ児が「ごみ」と聞いて，思い浮かべたこと

を付箋紙に書き出したものである。 

 

 

 

 

 

 

図3-32のように児童が付箋紙に書いた後，学級

の中で「ごみ」に対する思いを話し合う場を設け

た。図3-33は，学級で話し合った際に子どもたち

から出た意見である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どんなものがごみとだと思いますか？」との

指導者の問いかけに対して，児童からは「もう使

えなくなったもの」という意見が多く，「ごみ」に

対して，「捨てるもの」「汚いもの」というマイナ

スのイメージをもっていることが分かった。しか

し，話し合いを進めていく中では，リサイクルと

いう言葉も出ていた。また，子どもたちの中には

小学校第４学年の社会科でごみ処理について学習

してきていたことを想起する児童も見られた。ご

みが増えていくことに対して「このままではいけ

ない」ということも子どもたち自身が感じている

様子であった。 

 このような活動を通して，児童は教材文を読む

前に環境問題の1つである，「ごみ」に対する思い

を十分に広げることができたと思われる。付箋紙

に「ごみ」に対する自分の思いを書いていること

から，話し合いの場において自分の考えと比べな

がら，友達の意見を興味深く聞く姿勢が見られた。 

その後，資料「ごみ問題ってなあに」を読む時

には自分のごみに対する思いと筆者のごみに対す

る思いを比べることができ，児童は環境問題につ

いて調べてみたいという思いをもつことができ

た。このような意欲が児童が環境問題について調

べ，意見文として自分の考えを書きまとめていき

たいという思いをもつことにつながったものであ

ると思われる。 

図3-34は，学習が進む過程で児童が調べていき

たいテーマとして決めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童は，図3-35にあるように関連する図書やコ

ンピューターなどを使って，これらのテーマにつ

いて意欲をもって調べ学習をする姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように児童は，付箋紙①に書いた「ごみ」

に対する初めの考えをもとにしながら，「友達と話

しあったこと」「筆者の考えとの相違点に気づい

たこと」そして，「調べ学習をしたこと」などから，

自分の考えを深めていくことを実感することがで

きたと思われる。自分の考えが深まっていく中で

意欲をもち続けながら，書く学習を進めることが

できた。 

＜文章の構成をつかむために＞ 

 学習を進めていく過程において，先に述べた付

箋紙①も合わせて色別の5種類の付箋紙を使って

付箋紙①初めの考え（ピンク色） 

もとはごみではなく物  一日の間にかならずでる 

地球を変えている   増え続けている 

きたない（さわりたくない）  リサイクルできる 

図3-32 Ｃ児が付箋紙に書いていたこと 

調べていきたいテーマ 

・江戸時代の人たちは，どんなリサイクルのお店を出していた

のか知りたい。 

・江戸時代のいかけ屋はなぜ，終わったのか。 

・江戸時代のものを修理するという伝統は，なぜなくなったの

だろうか。 

・一年間で，プラスチックの製品はどれくらいリサイクルされ

ているのだろうか。 

・日本の川の水はきれいなのだろうか。 

・日本の昔のごみの量と今のごみの量のちがいを比べてみた 

い。 

・ほかの国はどうなっているのか。 

・自分の家でリサイクルできる方法について調べてみたい。 

・ごみがどんなところに捨てられているのか調べてみたい。 

図3-34 子どもたちが調べていきたいテーマとしてあげて
いたもの 

・いらなくなった物は，すてる。 
・もう使えなくなったもの 
・こわれているもの 
・ごみがふえないように，かたづける。 
・さわるときたない。 
・くさい。 
・ごみが増えると空気もよごれる。 
・ペットボトルはリサイクルができる。 
・もえるごみともえないごみをわけてごみを回収して

いる。 
・ごみをうめたてる場所がなくなってきている。 

図3-33 ごみに対する子どもたちからでた意見 

図3-35 調べ学習をしている児童の様子 
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書く活動を進めた。その理由として，前述の感想

文を書く学習にもあったように，5種類の付箋紙を

使うことが，段落相互のつながりを考えながら，

自分の考えを明確にした文章の構成を考えること

が有効であると考えたからである。 

付箋紙②（青の付箋紙）では，「調べたこと」に

ついて書きためていった。児童は，テーマを決め

て環境問題について調べ，「調べて分かったこと」

や「調べて分かったことから，自分が思ったこと」

について書きためていった。図3-36は，Ｃ児が付

箋紙②に書きまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付箋紙を使うことにより，児童は自分でどれだ

けのことを調べることができたのか，把握するこ

とができたと思われる。また，図3-36のように，1

枚の「調べて分かったこと」の付箋紙を書いた後

に，「調べて分かったことから思ったこと」も付箋

紙を使って書くように指導した。そのことにより，

自分の思いが複数にわたり，付箋紙に書けるとい

うことが，書くための価値ある書く材料であるこ

とを児童が認識することもできたと思われる。 

付箋紙③（黄緑の付箋紙）では，「友達の意見」

について付箋紙に書きためていった。図3-37は児

童がグループの中で話し合っていた内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように話し合ったことをうけて，付箋紙③

に心に残った「友達の意見」について，書きまと

めることができた。 

付箋紙④（オレンジの付箋紙）では，「自分の考

え」について書きためていった。「調べて分かった

こと」「友達と話し合ったこと」を受けて，環境問

題について深まった自分の考えなどを書きためて

いった。「自分の考え」について付箋紙に書くこと

で，調べて分かったこととの違いを明らかにしな

がら，児童は書きためていくことができた。 

付箋紙⑤（黄色の付箋紙）では，「これからの取

組」として，児童が日々の生活の中で，環境問題

を解決するために，自分たちができることについ

て付箋紙に書きためていった。意見文の特徴とし

て，自分の考えを明確にした中で，読む人に自分

の考えを理解してもらい，行動を促すような説得

力が求められる。そこで，「これからの取組」につ

いて考えたことを書きまとめた。 

これらの付箋紙を活用して意見文を書く際には

学級全体の場で，文章の構成について考えさせる

場を設けた。図3-38の3つの文章の構成の例を子ど

もたちに示すことで，自分の考えを明確にした意

見文となる方法について指導することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは，図3-38にあるような文章の構成

を参考にしながら，600～800字の制限された字数

を想定し，意見文を書くにあたっての文章の構成

を考えた。指導者は児童に対して，図3-38で示し

た構成がすべてではなく，この3つの文章の構成を

参考にしながら，自分の考えを明確にした文章の

構成を付箋紙を操作する中で，見つけるように指

導した。児童は，これまで書きためておいた付箋

紙の中から書きたい事柄を選び出し，付箋紙を操

作する中で意見文の構成を考えることができた。 

図3-39は，Ｃ児が考えた文章の構成である。 

付箋紙① 
初めの考え 
 
 
付箋紙② 
調べたこと 
 
 
付箋紙③ 
友達の意見 
 
 
付箋紙④ 
自分の考え 
 
 
付箋紙⑤ 
これからの取組

付箋紙① 
初めの考え 
 
 
付箋紙② 
自分の考え 
 
 
付箋紙③ 
調べたこと 
 
 
付箋紙④ 
友達の意見 
 
 
付箋紙⑤ 
これからの取組 

付箋紙① 
自分の考え 
 
 
付箋紙② 
初めの考え 
 
 
付箋紙③ 
調べたこと 
 
 
付箋紙④ 
友達の意見 
 
 
付箋紙⑤ 
これからの取組

図3-38 文章の構成の例 

図3-36 Ｃ児の付箋紙②の内容 

付箋紙②調べて分かったこと（青色） 

 

 

調べて分かったことから，思ったこと 

ごみを一人，0.1キロへらすことで全体が4524万トンへる。

多いと思う。 

一位との差は少ない。 

一年だとごみだらけになりそう。 

グループで話し合っていた内容 

・ぼくは，班のみんなで話し合ってみんながおもに考えてい

たことは，ゴミを大量に出し続けたらくらす場所がなくな

るということです。だから，自然を大切にといういけんだっ

た。それは，すべてぼくたちの生活にとって，悪い影響だ

ということを班で話し合ってぼくは思いました。だから，

これからは，ゴミをかんたんに出さずに再利用していきた

いです。 

・わたしはグループで話し合って，○○さんの心に残ったと

いう文と△△さんのえんぴつもよろこんでいるっていう文

がいいなと思いました。本当にリサイクルできたら，「も

の」もよろこんでいるだろうなあと思いました。だから，

いろんな「もの」をよろこばせるために，わたしも努力し

たいです。世界中の人がリサイクルに努力してくれたらい

いなと思いました。 

図3-37 児童がグループで話し合っていた内容 
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Ｃ児は，文章の構成を「初めの考え→調べて分

かったこと→自分の考え→これからの取組」へと

いう順で組み立てるように考えた。構成を考える

上においては，付箋紙②に書いてある「世界のご

みの量の中で日本は第二位」という，調べて分かっ

たことを中心にして，リサイクルしていくことの

大切さについて述べていく文章の構成を考えてい

る。 

また，Ｄ児においては，図3-40のような文章の

構成を考えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｄ児は，文章の構成において，「調べたこと→友

達の意見→これからの取組」と続く文章の構成を

考えた。マラウイの人々のごみに対するかかわり

方について，調べ学習をした中で，ごみに対する

自分の思いが変わっていったことを中心にして文

章の構成を考えた。Ｄ児は，自分の生活を見つめ

直したことをもとにして意見文を書きまとめるこ

とができた。 

 このように，前頁の図3-38の文章の構成の仕方

について具体的に示す中で，児童は，自分が書き

ためた付箋紙を使って自分の考えを明確にした文

章の構成を考えることができた。 

＜記述する力をつけるために＞ 

この単元の学習では，調べたことを書きまとめ

る報告文を書き，そして，単元の終わりに，意見

文を書く学習を行った。報告文，意見文を書く時

には自分が考えた文章の構成をもとに，どのよう

な言葉を使って書いていけばよいのか，参考とな

る言葉を子どもたちに提示した。図3-41は，児童

に文章を書く上において，使える言葉を示したも

のである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに提示する時には，図3-41にあるよ

うに3つの書く場面をとらえ「何について知らせよ

うとしているのか」「書く時に使える言葉，調べた

ことや調べた結果について書く時に使える言葉」

「自分の考えを書く時に使える言葉」を示した。

このように示した理由として，書く内容に合わせ

た接続詞の使い方や文末表現を児童が活用してい

くことが，考えを明確した文章を書くことにつな

がると考えたからである。 

児童は，付箋紙を使って考えた構成と，図3-41

の「文章を書く時に使える言葉」を参考にしなが

ら，環境問題に関する意見文を書きまとめていく

ことができた。図3-42は，Ｃ児が意見文として書

きまとめたものである。 

 付箋紙② 

・プラスチックのふくろをあつめ，「火であぶりかためる」

を繰り返してサッカーボールをつくっていた。 

・そのおかげでマラウイには，家の近くに動物たちがたく

さんいる。 

・ゴミをものにかえるから，マラウイ湖には，いろいろな

さかながいる。 

付箋紙④ 

これから自分でできることからゴミをへらしていき，き

れいで自然がたくさんある日本にしていきたいです。 

付箋紙⑤ 

ポイすてはやらない。 

図3-40 Ｄ児が考えた文章の構成 

図3-41 文章を書く時に使える言葉として提示したもの

「何について知らせようとしているのか」について 

書く時に使える言葉 

・～について調べてみた。・～について調査してみた。

・～についてまとめてみた。・～について探ってみた。

・～がきっかけとなり～ ・～の経験をしたことから 

 

「調べたことや調べた結果」について書く時に使える 

言葉 

・調べ方は～  ・一つ目は，二つ目は～ ・結果は～

・～の結果から～ ・思いの外～ ・つまり～  

・～だろう。 ・～である。 ・～だそうだ。 

・～だと分かった。・～ではないだろうか。 

 
「自分の考え」について書く時に使える言葉 

・これらのことから～・これからも～ ・そのために～

・したがって～ ・～していきたい。・～にちがいない。

図3-39 Ｃ児が考えた文章の構成 

 

付箋紙② 「調べたこと」 

世界のごみの量の中で日本は第二位 

付箋紙①「初めの考え」  

使えない物 

付箋紙③「友達の意見」 

・リサイクルについてよく発表できていていいなと思い

ました。 

・自分の周りのごみに目をむけて興味をもてたらいいな

と思いました。 

付箋紙④「自分の考え」 

・物に対する気持ちが少ないと思う。 

・リサイクルできる物をごみにしないほうがいい。 
・ごみを自分で再利用する。 

・自分からすすんでごみを減らせたらいいと思う。 

付箋紙⑤「これからの取組」 

・物への気持ちを高めて長く使いたい。 

・リサイクルに協力したい。 

・リサイクルでない物はできるだけ再利用したい。 

・一日のごみを少しずつ減らしていきたい。 
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Ｃ児の意見文をみると，ごみに対する認識が深

まっていっていることが分かる。そのことはＣ児

が書いた文章の中に，「物が長く使えるよう，自分

からごみを減らせるようになるには，わたしたち

の意識がごみを減らしたいと考えをなおしたとき

だと思います」という意見が書かれていることか

ら分かる。また，「昔からごみを減らしていった人

たちのくろうをみすてません」という記述からも，

この単元の学習を通して，考えが深まったことが

うかがえる。 

また，図3-43は，Ｄ児が意見文として書きまと

めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ児は，意見文を「あなたは，ゴミ問題につい

て考えたことがありますか」という問いかけの文

章から書き始めている。文章が進むにつれて，マ

ラウイという国について調べる中で，自分が驚い

たことについて素直な気持ちを述べている。児童

が普段の生活の中ではプラスチックでできた袋は

捨てていることと，マラウイではプラスチックの

袋からサッカーボールを作っていることを例に出

し，驚いた理由について詳しく述べている。そし

て，文章の結びには「ポイすてなど自分のできる

ことからはじめきれいな地球をつくっていきたい

なと思う」というように，自分が普段の生活の中

で，気を付けていきたい点について述べている。 

Ｄ児が先に書いた報告文と比べてみると，同じ

マラウイのことについて書いているものの，自分

の生活と比べて，どのようなことができるのか，

深く考えていることが分かる。 

この意見文を書く時には，600～800の字数の中

で書きまとめる学習を行った。普段書くことが苦

手な児童にとっては，600～800の字数に書きまと

めることは，負担感の大きいものとなる場合もあ

るだろう。しかし，付箋紙にこれまで書きためて

付箋紙を見つめながら，抵抗感なく書き進められ

たように見えた。 

以上のように，小学校第５学年では付箋紙を使

うことで文章の構成をとらえ，自分の考えを明確

にした文章を書く力を育てることができた。400

字や800字に文章を書きまとめることは，書くこと

を苦手とする児童にとっては，困難な学習となる

場合もあるだろう。しかし，付箋紙を使うことで，

これまで，書きためておいた文を組み合わせる作

業が行いやすく，繰り返し文章の構成を考えるこ

とができるため，自分の考えが明確となる文章を

書くことができたものと思われる。 

また，記述する際には，段落と段落を結ぶ接続

ごみへの深い意識      Ｃ児 

わたしは，今のごみの量から，自分の考えを深めてい

きたいと思いました。 

 初めは，ごみ問題について「ごみはもう使えないのだ

からしょうがない」と思っていました。しかし，日本の

ごみの量は世界第二位だということを学習で知ったと

き，このままではいけないという気もちが出てきたよう

に感じられました。ごみは，日本では使えない物と変

わってしまったのでしょうか。 

 友達の意見では，リサイクルという言葉を中心に話し

ていました。「リサイクル」では，ごみを使える物にし

ます。初めの考えでは，ごみは使えないものだと思って

いたのに，意見を聞き，ごみ問題は人がおこす問題であ

り，人が解決できると知りました。 

 わたしは，ごみ問題に目をむけて自分の生活や今の日

本をふり返ってみました。物に対する気持ちが少ない。

自分から再利用するべき。なるべくリサイクルする。と

いう考えがありました。この考えは学習を通してこそ思

いつくことだと思います。でも，考えるだけではなく，

自分から進んで行動することが大切です。物が長く使え

るよう，自分からごみを減らせるようになるには，わた

したちの意識がごみを減らしたいと考えをなおしたと

きだと思います。 

ごみってなんでしょう。それは，ふやすことはかんた

んであり，減らすことはむずかしい物です。ごみを減ら

していくことは大切ですが，その行動は今の日本にとっ

てやさしく，昔からごみを減らしていった人たちのくろ

うをみすてません。この学習を通して，わたしが物をご

みにかえていく今の日本に対して大きく強い気持ちを

伝えていきたいと思いました。ごみは物であるというこ

とを。 

図3-42 Ｃ児が書いた意見文 

地球を守る国マラウイ      Ｄ児 

あなたは，ゴミ問題について考えたことがあります

か。 

ぼくの第一印象は使えるものでも，いらないと思え

ば，ゴミになってしまうということです。でも，嘉田さ

んの本を読んでいくうちに，マラウイという国が出てき

ました。インターネットで調べていたら，そんなことが

分かりました。 

「プラスチックのふくろをあつめ，火であぶり，かた

めをくりかえしたサッカーボール」などをつくるという

内容です。ぼくは，そんなことをするとは思いもよらな

図3-43 Ｄ児が書いた意見文 

かったです。ふつうは，プラスチックのふくろなんかは，

ぐちゃぐちゃにしてポイなのにマラウイの人たちは，そ

れを自分たちでリサイクルに作っているなんてびっくり

しました。ぼくは，こんなにゴミをものにし，地球のき

きをふせいでいるのに，今の日本人はゴミを出し続けて

いて，いくら先進国でもゴミを出し続けているのは，い

いとは思わない。 

ぼくは，先進国など関係なくゴミを出さなくて美しい

地球を作っていかなければならないと思う。それは，ゴ

ミのせいで絶滅していった動物たちのくようだと思う。

そのためには，ポイすてなど自分のできることからはじ

めきれいな地球をつくっていきたいなと思う。 
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詞などを示すことで児童が考えた文章の構成をも

とにして，記述できたものと思われる。 

第４章 本研究の成果と課題 

第１節 「書く力」を育てるために 

大切にしたいこと 

（１）「書く力」の系統性を踏まえる 

―小中9年間を意識する―  

第２章における表2-1の「小中9年間『書くこと』

評価規準に関する一覧」（p.11）にもあるように，

教科書における単元の配列を見ると，小中9年間で

繰り返し書く力を身につけられるような教材が配

置されていることが分かる。 

例えば，新聞を書く学習では，小学校第４学年

と中学校第３学年で配置されている。中学校第３

学年の学習では，生徒の発達段階に合わせて，通

信文としての新聞の意味をより深く学習内容とし

て学ぶことが要求されている。小学校第４学年で

学習する「いつ，どこで，だれが，どうした」と

いう正確な出来事を伝える通信文としての書き方

を学ぶ学習と深くつながっていることが分かる。 

ガイドブックやパンフレットを書く学習では小

学校第６学年と中学校第２学年で配置されてい

る。紙面の構成などを考えて，目的に合わせて書

く学習が設定されている。 

また，手紙文を書く学習も繰り返し配置されて

いる。小学校第４学年，第５学年，中学校第１学

年において時候のあいさつに始まり，本文，末文，

後付けと続く様式を身につけられるようになって

おり，これからの生活の上においても役立つ手紙

文を書く学習が配置されている。 

しかし，平成19年4月24日に行われた「全国学力

調査」の中学校第３学年の国語科Ｂの手紙文の書

き方に関する問題では通過率が低い結果となって

いた。この結果を改善する方法としては，小・中

学校において，必然性のある手紙を書く機会をと

らえて，繰り返し手紙文を書く学習が大切なので

はないかと思われる。このように，確かな書く力

を身につけるためには，表現様式のつながりを9

年間で見ることも大切であると思われる。 

しかし，その一方で，表現の様式の裏側にある

言語発達の面からのつけたい力のつながりについ

ても指導者は知っておく必要があるのではないか

と筆者は考えた。本研究では，文章作成過程にお

ける「文章の構成」と「記述」に焦点を当てて，

研究を進めてきた。その理由は，文章表現の様式

という技能面だけを教えるだけでは，子どもの側

に立った書く力の育成が図れないのではないかと

懸念したからである。そこで，第２章における表

2-2の「小中9年間『書くこと』到達目標に関する

一覧」（p.12）をもとにして日常の書く指導の中で，

繰り返しつけていきたい力について明らかにした

いと考えた。なぜならば，説明文の構成を考える

力がついた子どもは，表現様式が違う報告文や意

見文についても文章の構成を考える力を発揮する

のではないだろうか。また，記述する場面におい

ても同様のことがいえると思われる。指導者は，

各学年の書く力における表現様式と，その裏側に

ある発達の面からのつながりの2つの視点を関連

させながら指導していくことが重要であると思わ

れる。 

本研究では，「文章の構成」と「記述」について

研究を進めてきた。文章を書くことに対する苦手

意識がある子どもたちに，文章の構成を考えるお

もしろさを感じてほしいと願っている。文章を書

くことは，苦しい仕事である。しかし，どのよう

な材料を選び，どのような配列にするのかは，書

き手の思考に委ねられる。そして，どのような配

列をするのか決める活動が，書き手の思いや個性

を十分に発揮させることに適していると思われる

からである。 

 記述する際には自分で考えた文章の構成をより

どころにすることで，考えを整理しながら書くこ

とができる。また，段落のつけ方や接続詞の使い

方，文末表現などに着目できるような授業展開を

行うことが大切であると思われる。具体的な語の

使い方を示すことで子どもたちは，「○○な言葉

を使って文章を書いてみたい」「○○な言葉を使え

ば，文章が書ける」という意欲をもつのではない

だろうか。その意欲に支えられながら，文章を書

き綴っていく楽しさを味わうことができると考え

る。 

 

（２）「構成」「記述」の力を育てる 

―付箋紙を使うことの効用―  

本研究では，付箋紙を使って，文章の構成を考

え，考えた構成をもとに自分の考えを明確にした

文章を書く力を育てるための取組を行ってきた。

実践授業を行ってきた小学校第５学年に実践授業

が終わった後に，アンケート調査を行った。アン

ケート調査の内容は以下のようなものである。 

 

 

この質問に対して，多くの児童が付箋紙を使っ

・付箋紙を使って文章の構成を考えることは自分の考え

を文章に書きまとめる時に役に立ちましたか？ 
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て文章の構成を考えることは文章を書く上で役に

立ったと答えており，その理由を次のように述べ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果をみると，付箋紙の色を変え

ることの良さについて回答している子どもがいる

ことが分かる。付箋紙の色を変えることで，どの

ような順序で文章を組み立てるのか分かりやす

かったという意見があがっている。また，付箋紙

は貼ったり，剥がしたりしやすいという機能を

もっているために，自分の考えが変わった場合に

は移動しやすいという意見をもっていることも分

かった。 

ここでは，第２章で述べた表2-3「付箋紙を活用

する意義」（p.13）と照らし合わせながら，実践を

通して子どもたちにどんな力が身についたのか，

文章を「書く前」「書いている最中」「書き終わっ

た後」の3つの場面に分けて述べることにする。 

「書く前」においては，付箋紙は短い言葉で考

えたことを文字にするために，書くことのへの抵

抗感が少ないと子どもたちの姿から思われた。文

章を書くというと，作文用紙にたくさん書かなけ

ればならないというイメージが子どもたちの中に

はあるかもしれない。しかし，付箋紙に書き出す

ことははじめから筋道の整った文章の形にするの

が目的ではない。思いついた言葉，単語から書き

出せばいいのである。このことが意欲をもって書

くことにつながると考える。特に，単元学習の初

めの段階では，これから書いていこうとする事柄

について，自分の経験を想起したり，疑問に思っ

たりしたことを書き出す場合に適しているのでは

ないだろうか。作文用紙に比べ，付箋紙は大きさ

も小さく，たくさんの字数を書かなくてもよいこ

とも意欲をもって書き進められる要素であると考

える。特に，書くことが苦手な子どもに対しては，

書きたい題名さえあればそのことについて筋道立

てて書き進められるというものではないと思われ

る。書く材料がそろい，これなら書けそうだとい

う自信が出て，やっと文章の道筋が見えてくるの

ではないかと思われる。 

「書いている最中」においては，児童のアンケー

トにもあるように，文章の構成を考える時に特に

役に立ったことが分かった。第１章で述べた諸調

査においては，文章の構成を考える力が十分に身

についていないことが指摘されていた。そこで，

付箋紙を使って文章の構成を考える指導が有効な

のではないかと推察し，実践を行った。文章の構

成について学ぶことのねらいは，自分の考えを相

手に分かってもらうために，いろいろな組立ての

方法を知り，子どもたち自身が考えることに意味

がある。授業実践においても付箋紙を使うことで，

何度も，文章全体のイメージをもちながらいろい

ろなパターンの文章の構成を考えようとする姿が

見られた。文章の構成を考えるこの過程が，子ど

もたちの思考力を高めるものであったと思われ

る。実践を進めていく中において，子どもたちの

中には，文章の構成を考えた付箋紙のところに，

新たな自分の考えを書きこんだり，矢印や線をつ

かって強調したい点を明らかにしたりする姿が見

られた。これは，文章の構成を考えることで，新

たな考えが導き出せたり，自分の考えがより深

まったりしたものであると筆者はとらえている。 

また，文章の構成を考えるときには，同じ内容

の事柄を伝えるにしても，書き手の思いによって

内容の配置をどうするのか，その内容をどう選ぶ

のか，それは書き手に大きく委ねられることであ

る。相手に自分の考えを分かってもらうために, 

説明していく力は子どもたちがこれから生きてい

く上で，ぜひ身につけてほしい力であると考える。

子どもたちが，文章の構成について考えられるよ

うな指導者の授業展開の工夫も求められると思わ

れる。そのためには，「○○のような文章の構成を

すれば, 説得力ある文章が書ける」という例を示

すことで文章の構成を考えることの大切さに気づ

く学習を進めていきたい。 

「文章を書き終わった後」については，付箋紙

を使うことが文章を読み返す際の手だてになると

考える。書き終えた文章を読み返す場合には，初

めに考えておいた文章の構成と見比べ，自分の思

いが伝わるような文章が書けたのかどうか，振り

アンケートで児童がこたえたもの 

・はじめ・中・終わりで色をかえると何がはじめなのか，

分かりやすかったです。ふせん紙を使って，順番をか

えるのがやりやすかったです。 

・ふせんを使ったら文章を書く順番が分かりやすくなっ

たから。順番もかえたいと思ったらふせんをはずして

別の所にはりつければいいだけだから便利だった。 

・ふせんを使うのは紙に文章で書くより，いいと思いま

す。理由は，考えが変わったりしたら，その大事なこ

とをまとめた付箋紙が移動できるので分かりやすく

文章がかけたのでよかったです。 

・色が分けてあるし，次はこの色とか順番も変えられる

から報告文とかが，書きやすかった。これからも，使っ

ていきたいと思う。 
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返ることができた。初めに考えておいた文章の構

成と書きあがった文章を見比べた時，「自分の思

うように書けた」「初めに考えていた文章の構成

では，記述する時に書きにくい部分があった」な

どという思いを子どもたちはもった。このような

子どもたちの思いは，記述後の推敲や評価の学習

場面において，生かされることであると思われる。

初めに，文章の構成を考える過程を経たことが，

自分の書いた文章で工夫した点や，書こうとした

ものの，思うように書ききれなかったところがあ

るのではないかと思われる。 

このような付箋紙を活用した授業実践を行った

結果，子どもたちは次の2点について学ぶことがで

きたと思われる。 

 

 

 

 

 

1点目の「書く準備をすることの大切さを学ぶこ

とがきた」という点については次のように考える。 

書くことは，言いかえるならば非常に困難な仕

事であることを指導者も子どもたちも始めに認識

したいと考える。困難な仕事であるのだから，書

く前には書く準備が必要であり，本研究ではそれ

が付箋紙を使って取材したことを書きまとめた

り，文章の構成を考えたりしたことにあたる。書

くための準備として付箋紙を使うことは，第２章

でも述べたように書くことが苦手な児童にとって

は，まずは単語でもいいので思っていることを文

字に表すことが大事であると考えて，取り組んだ。

付箋紙は，小さい紙でもあるので言葉が少ししか

書けていないことに対しても，負担感をもつこと

なく，書けそうなことから書き始めることができ

るものと思われる。 

2点目の「文章の構成を考え，考えた構成をもと

にして記述することの大切さを学ぶことができ

た」という点については，付箋紙を使って文章の

構成を考えることで，書く材料がそろっても，ど

のように書きたい事柄を配置すればよいのか考え

ることが大切であることを学ぶことができた。文

章の構成の組立てがしっかりとできた時，記述す

る際にも，自分の思いをしっかりともちながら書

き進めることができた。 

おわりに 

諸調査から，子どもたちの書く力が不十分であ

ることが指摘されて久しい。2003年のPISA調査に

おいても，自分の考えを文章に書きまとめる力が

不十分であるとし，改善の具体的な方向として「テ

キストに基づいて自分の考えを書く力を高めるこ

と」「様々な資料を読む機会や自分の意見を述べ

たり書いたりする機会を充実すること」の大切さ

が求められている。書く力を育成するためには，

書く活動なしには身につかないと考える。子ども

たちにとってはいかにたくさんの書く機会をもつ

ことが大切である。学習指導要領には「書くこと」

の指導時間が設定されているが，その時間だけで

は十分な力は身につきにくいものと思われる。そ

こで，国語科における，話す聞く活動，読む活動

との関連や他教科や総合的な学習の時間とも関連

させながら書く活動を設定することが大切であ

る。 

しかし，ただ書く機会を増やすだけでは，子ど

もたちの「書くこと」への抵抗感が増えていくこ

とにつながるのではないかと危惧する一面もあ

る。書くことが好きになるように，書く必然性の

ある中で，子どもたちの書きたい意欲に支えられ

た中で，書く機会を増やしていきたいと考える。

そして，「書くことがない」「どうやって書いてい

けばいいのか分からない」というような思いを子

どもたちにもたせることのないようにするため

に，本研究では文章の構成と記述に関わって研究

を進めてきた。子どもたちの書く活動は，構成を

考えるのはもちろんのこと，記述する際において

も一字，一句を選んで書き続けていくものである。

そこには，絶えず「これでよいのか」という自問

自答しながら文章は書かれていくと思われる。こ

のように書く活動は，自分自身に向き合う地道な

活動であると思われるので，まずは文章を書いた

子どもたちの努力について評価できる指導者であ

りたい。子どもたちにとって書く活動を行うこと

が，伝えたいことは何かと問い続けることで自己

との対話が生まれ，思考力が身につくと思われる。

また，自分の考えが分かるように共感を求めて他

者に伝えるという行為は，豊かな人間性を育てる

ことに通じるのではないかと思われる。このよう

に，書く学習は人間形成の上で重要な意味がこめ

られていると考えている。 

最後に，本研究の趣旨を理解していただき，熱

心に授業実践に取り組んで頂いた京都市立上鳥羽

小学校の研究協力員，教職員の皆様，そして書く

学習に対して意欲的に学んでくれた子どもたちに

この場を借りて心より感謝の意を表したい。 

①自分の考えが伝わる文章を書くためには，書き始め

る前に，書く材料を集めるなどの準備をすることの

大切さを学ぶことができた。 

②書く材料がそろえばその材料をつかって文章の構成

を考え，考えた構成をもとに記述することの大切さ

を学ぶことができた。 




